
地

球

節
十
四
容

節
凹
助

地
質
断
面
図
の
蔑
何
撃
的
作
間
法

三

)

記

○

糊
八

軸

面

(A
x
ial
plane)

前
茸
に
於
で
向
斜
の
向
q
b
に
あ
る

固
弧
は
操
魔
ほ

て

膨
大
し
､
背
斜
の
向

F
Jは
あ
る
圃
弧
は
縮
小
し
蓬
に
尖

城
す
る
革
む
頚
何
撃
的
構
成
淡
は
伐
て
琵
別
し
た
｡
餓

枝
は
し
て
､
背
斜
圏
の
軸
面
は
結
局
､
翼
を
遠
ざ
か
る

地
瓢
の

二回
孤
は
依
-
決
定
n
･る
｡

石
油
糠
床
磯
風
に
は
軸
面
を
正
確
に
決
定
す
る
事
が

最
も
肝
要
輩
の

1
つ
で
あ
る
｡

従
衆
'
軸
両
の
暫
僻
(
B

eh
aviour)
を
決
定
す
る
支
配

的
要
素

(
C
on
tro
ltin
g

factors)の
蚤
婁
意
義
の
把
捉

に
失
敗
せ
る
地
質
家
の
為
､

石
油骨
社
は
互
額
の
資
本

を
察
費
し
凍
っ
て
屠
る
｡

適
虎
に
平
坦
な
る
非
封
綱
的
背

斜
に
於
で
は
'
掘
聾

に
常
-
､
軸
面
を
横
切
-
'
急
斜

せ
る
蟹
の
側

へ
官
通

エ

ッ

チ

｡

ヂ

-
六
ス

ク

著

近

藤

堅

二

詳

す
る
は
'
良
策
で
な

い
｡

試
掘
井
が
､
岱
慮
在
先
発
の
判
明
せ
る
場
所
に
於
て

得
た
る
該
匿
域
の
石
油
株
磯
に
隅
す
る
育
成
材
料
は
p

概
し
て
要
領
を
程
ぬ
も
の
と
し
て
排
除
さ
る
べ
き
で
あ

る
○第

一
は
注
意
す
べ
き
は
､
rrA
x
ia
t
p
ian
e
rrな
る
補
語

は

1
平
面
で
は
を
-
極
め
て
凝
離
を
曲
面
を
る
rJ
と
で

あ
る
｡
尤
も
現
在
で
は

｡p
ta
n
e
Tr
在
る
語
が
極
め
て
旗

-
使
用
r
Jる
J
む
以
て
'
此
盛
で
も
使
用
す
る
FJ
と
と

す
る
｡
､､A
xi
a

t
p
la
n
e
rr
は

C
om
p
et
en
t
fo
tq
in
oq
に

於
で
明
な
る

が

如
-
､
刺
切
す

る
閲
錐
曲
線

(T
a
n
g?

ntiat
C
o
n
ies
)
の
一
群
と
し

て定
義
し
称
る
桝

の
両
で

あ
る
〇
%c
f.
E
.
f
I
.
C
u
n
n
in
g
h
a
m

C
r

ai
g
}
O
it
F
in
d
in
g
,



i
9
2
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p
p
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2
3
7

他
W
頴

叫
o

*
軸

面

の

決

定

は

放

て

ー

第

7
に
該
摺
曲
の
断
面
閲
は

放
る
正
確
な
表
現
が
必
要
で
あ
る
｡

C
o
m
pet
en
t
fold
in
g
に
勤
し
で
は
､
既
に
数
撃
的

正
確
度
を
以
て
､
之
が
成
功
を
澄
明
し
た
.

秋
…L
A
tt
en
uation､V
ar
ia
t
ion,
が
あ
る
場
合
に
は

或
帯
皮
の

暖

昧
乃
至
不
正
確

は

巳
む
を
程
老

い
｡

C
om
pet
ent
fotd
ing

に
放
る
軸
面

の
習
癖
は
A

tte
･

n
u
a
叶ion
或
は
'
非
弧
靭
性

(I
nc
om
p
eten
cy
)
の
存

在
す
る
地
瓢
の

foid
in
g
の
習
癖
に
勤
し
で
旗
汎
夜
踊

係
を
有
す
｡

而
し
て
､
C
om
p
eten
t
fo
ldin
g
に
於
で
軸
面
が
探

る

一
定
の
轡
曲
度

(C
u
rv

ature)
に
就
て
の
充
分
在
朝

織
が
甚
だ
肝
要
で
あ
る
.

更
に
進
ん
で
極
め
て
数
多
の
摺
袋
が
事
賓
'
厳
密
に

は
挙
行
摺
曲
で
あ
ら
､
而
し
て
中
間

の
肢
部

の
縮
少

(A
tten
u
ation
o
f
th
e

mi
d
d
te
tim
b
)
及
衝
上
構
造

(
O

v
e

rth
rusti
ng)
等
を
抱
肺
す
る
難
問
題
に
親
し
､

今

日

迄
視

解が
幾
多
あ
る
は
此
等
の
摺
曲
群
の
取
扱
方

が
正
鵠
MLJ
得
な

い
の
は
基

い
で
居
る
｡

地
黙
掛
的
脚
の
磯
仰
蝉
的
仲
川
法

有
望
な
る
地
質
構
造
地
域
の
調
査
に
於
/
し

､
従
求
背

斜
の
急
科
せ
る
巽
上
に
於
る
極
め
て
重
大
在

る
作
業
が

殆
ど
等
閑
に
附
さ
れ
て
凍
72
の
が
通
弊
と
在
っ
て
居
る

と

い
ふ
の
は
急
科
せ
る
部
分
は
絶
対
は
油
門
地
の
資
格

な
し
と
の
原
則
に
従
ふ
結
果
に
外
在
ら
な

い
｡

勿
論
､
該
悦
別
は
異
で
は
あ
る
が
軸
面
を
決
定
す
る

9

0

に
雷
っ
て
の
澱
も
東
大
在
る
要
素
は
.糾
及
cqbhに
見
る
如

▲l

●1

FE
｣

甘
｣

く
摺
製
の
急
斜
せ
る
巽
の
ガ
で
あ
る
｡

任
意
の
操
庇
は
於
る
軸
面
計
)決
定
す
る
d
ip
は
綬
斜

せ
る
瓢
を
支
配
す
る
傾
斜
に
非
ず
し
て
'
急
斜
せ
る
瓢

於 上
るF ig.1 9に
於
て
､
峰
よ
-
此
校
的
隔
れ
る
地
瓢
に
存
在
す
る
｡

は
非
封
柄
的
弧
租
摺
壁
'
即
ち
旨
id
d
le
tim
b
に

暦
の
縮
少
在
き
摺
壁
ほ
し

で夫
々
の
中
心
を
.o
t

ぴ
e
)t
o
JJ
せ
る
弧
群
に
依
み
決
定
n
る
｡

該
帆
を
見
る
に
'
捉
来
賓
地
に
於
る
通
則
と
し
て
､

例

へ
ば
野
外
は
放
て
A
鮎
迄
は
他
聞
作
成
通
群
を
運
び

且
急
傾
斜
を
現
出
せ
る
厚
さ
馳
暦
は
外
方
に
'
無
限
は

般
鎖
す
と
暇
定
す
る
が
通

則
と
在
っ
て
障
る
｡

7:7,･'-

四
九



地

袋
田
班

ニJf

五

〇

岡
上
の
鮎
線
は
斯
る
仮
定
の
誤
謬
を
明
に
閲
示
せ

る
も
の
で
あ
る
｡
蓋
し
暦
位

C
D
E
F

の
峰
に
賞
通

せ
る
像
定
の
掘
婁
罪
は
億
に
瓢
の
突
尻
の
方
向
に
峰

を
隔
た
る
或
虻
雛
は
於
ノし
骨
す
る
し
且
該
探
皮
に
於

で
の
軸
面
は
急
科
せ
る
謁
上
に
於
で
迄
に
隔
れ
る
G

獣
の
傾
斜
に
支
配
さ
る

～
事
は
明
瞭
だ
0

曹Fig.20
之
と
類
似
性
に
し
て
更
に
甚
し
-
誤
れ
る
暇
定
は

斜 に
に 見
於 る
物
で
あ
る
.
即
ち
頂
が
頗
潤
且
低
革
在
る

〉〔
A
は

1
殻
に
急
斜
せ
る
巽
を
代
表
す
る

も
の
と
し
.
鮎
線
に
示
さ
る
J
如
-
摺
歴
が
構
成
さ

れ
た
hl
と
す
｡

.

賓
際
､
B
鮎
に
於
で
傾
斜
が
急
は
鋭
角
は
在
る
が
'

吾
〝
嘆

じ鮎
は
揺
す
る
迄
切
開
は

1
駿
は
傾
斜
が
鈍

角
に
在
る
傾
向
は
覆

い
｡

該
園
よ
-
明
な
る
が
如
-
'
地
表
よ
-
油
層
暦
倍

迄
の
距
離
が
三
千
択
托
し
て
p
恐
ら
-
三
甫
破
社
費

せ
る
先
発
武
井
は
何
等
該
暦
位
に
骨
す
る
事
な
く
し

て
失
敗
は
終
る
事
で
あ
る
｡

光
も
.
漸
-
G
の
如
d
T,
地
鮎
に
骨
し
得
て
も
､
そ



純
は
橡
定
僅
鹿
を
迄
は
起
過
し
､

な
き
鮎
で
あ
る
｡

且
油
座
磯
風
の
見
込

る
の
が
､
侶
ぜ
ら
れ
拍
事
で
あ
る
が
ー
贋
状
で
あ
る
O

第

一
の
武
井
の
楳
置
は
姦
し
想
像
に
依
る
仕
事
に

て

為
さ
れ
､
峰
に
近
さ
､
綬
科
せ
る
翼
上
の
某
所
に
設

定

さ
れ
る
｡

乙
の
場
合
'
軸
面
の
問
題
は
未
解
決

と
椴
定
す
る
か

或
は
'
支
配
的
雷
接
材
料
を
捜
索
す
べ

き
は
急
科
せ
る

Fig20

t
d
,.

戎
種
の
地
質
胡
奄
を
見
る
ほ
'
綬
斜
せ
る
糞
の
側
の

地
質
は
蘭
ふ
る
隈
打
線
密
は
捕
常
す
れ
ビ
バ
急
斜
異
と

そ
の

S
y
n
d
in
at
b
en
d

は
殆
ど
等
閑
に
附
ru
れ
て
属

地
L1
陳
開
聞

の
鴇
何
敬
的
作
尉
於

巽
上
に
於
で
在
-
と
の
要
瓢
を
把
握
す

る
は
珊
在
る
か

何
れ
か
で

ある
｡

次
は
'
輿

へ
ら
れ
し
断
両
線
に
封
す
る
軸
面
の
習
癖

A
.考
察
す

る
｡

既
に
定
義
せ
し
如
-
軸
面
を
る
も
の
は
､
成
定
層
位

と
し
て
指
定
さ
れ
た
る
摺
製
の
双
翼
の
肢
よ
り
等
距
離

に
恒
は
該
面
上
の
各
鮎
が
在
る
が
如
き
薗
在
る
事
は
忘

れ
て
は
怒
ら
沿
｡

輿

へ
ら
れ
し
層
位

α
を
深
み
･､
を
の

fotdin
g
が
中

心
を
夫
々
01
､
α
､
α
'
o

r
α
を
中
心
と
し
て
描
け

る
孤
群
に
伐

-
支

配
さ
る
J

も
の
と
す
｡

α
腎
癌
は
封

す
る
作
間
及
び
軍
枠
の
厚
さ
だ
け

〃
よ
ら
下
暦
位
の
瓢

に
就
て
79
同
様
在
る
操
作
を
せ
よ
Q

孟

正

光

7



地

ー

球

妨
十
m
令

孟

操
作
写

る
窟

㌫

p

-O

㈹
土
に
革
伐
の
犀
芝

切
取
iQ
O

附

し
て
順
次
は
弧
を
描
-

O
小

断
面
に
於
る
軸
面
は
各
層
位

の

墳
(
a
p
ices
)
等
を
連
結
す
る
.こ
と

に
依
-
平
滑
曲
線
を
得
｡

簡
戒
に
し
て
構
成
r
uる
｡
o
p
α
.

0-
枚
O-
等
の
中
心
は
p
通
約

の
申

2ど

よ
-
は
み
出
ru
れ
居
る
輩
に
束
づ

'G

く

0

爪J

･-

ruで
■α

t
Jt
f

爾
層
位
間
は
中
心

04

は
α
瓢
に
於
で
切
取
ら
る
｡
Fe･

i,T
't

,

両
層
位
聞
けα

が
C
鮎

に
於
で

7

切
収
ら
る
.
略

々
Jα
層
位
は
於
で

中
心
α
が
D
鮎
は
於
で
切
出
r
uる

r=7

∩.

而
し
て

が
､
T

b･
雨
暦
位
間
に
中
心

O｡
が
E
に

於
/
し

切
出
さ

る

｡

Io｡
瓢
よ
か
下
方
に
軸
面

を
追

跡
す
れ
ば
､
如
上
の
切

ら
出

し
の
丑
ず
る
付
群
､
換
言

す
れ
ば
､
順
次
八･
鼎
蓮

頂
せ
る
北
ハ通
草
種
の
交
鮎
を
織
る
こ
と
を
程
｡

筒
機
は
し
て
共
通
中
程

0
.｡O
d

は
軸
面
を

C
瓢
に

於
で
切
る
0



而
し
て
C
鮎
よ
-
下
方
は
於
で
は
政
早
弧
W
は
該
軸

面
の
曲
線
に
何
等
靭
係
を
及
ぼ
r
uぬ
｡

同
機
は
ー↑0
は
軸
面
を
D
瓢
に
於
て
切
る
0
両
し
-

0

粘
い
-
下
方

ほ
て
は
弧
m
は
最
早
何
等
軸
面
の
曲
線
に

踊
係
を
及
ぼ
さ
を

い
｡
以
下
緋
の
如
-
托
し
て
同
株
｡

雷
明
は
後
に
譲
る
が
'
逆
に
.a
)t
0
.
C
の
譜
鮎
及

び
.a
,､
D
､
01
の
渚
鮎
は
夫
々
同

1
直
線
上
に
存
在
す
｡

01
鮎
よ
-
上
方
に
放
て
軸
面
は
<
V

O

W

聖

l等
分

す
る

裾
線
と
な
る
｡

r三

朝
面
を
構
成
せ
る
曲
線
を
分
析
す
る
ほ
次
の
事

が
榊
る
｡
O｡
よ
-
C
に
至
る
間
'
軸
面

(或
は
厳
密
に

は
断
面
に
於
る
軸
面
)
は
鼎

(背
斜
)及
弧
耶
(向
斜
)

よ
り
櫓
に
等
距
離
に
あ
る
如
-
運
動
す
る
鮎
の
軌
跡
と

し
て
定
義
さ
る
｡

同
様
に
C
よ
-

盗

品

は
弧
m
(背
斜
)
品

(

向
斜
)
よ
-
恒
に
等
距
離
に
あ
る
如
-
運
動
す
る
鮎
の

軌
跡
と
L
ttJ
定
義
さ
る
.

莞

D
よ
-

革

の
間
で
は
弧
W
(
向
斜
)
蕊

(

独
訳
柳
糾
問

の
稚
仰
噂
的
作
問
法

向
斜
)‥
の
間
と
前
と
同
様
に
運
動
す
る
鮎
の
軌
跡
と
周

る
0箇
棟
ほ
し
で
最
終

に
E
鮎
よ
-
下
方
に
於
で
は
m
(

向
斜
)
及
E3
(向
斜
)
の
間
を
前
と
同
様
に
運
動
す

る
鮎

の
軌
跡
と
望

｡
α
-
ヱ

方
言

等

警

基

距

離
に
運
動
す
る
瓢
の
軌
跡
で
あ
り
総
て

Z
V
O
iW
の
二

等
分
線
即
匡
線
で
あ
る
｡

其
他
の
位
置
で
は
前
掲
の
憧
件
に
依
-
足
る

一
連
の

曲
線
群
で
あ
る
｡

此
等
曲
線
群
は
如
何
在
る
も
の
で
あ
わ
'
且
夫
等
の

相
互
岡
の
幽
係
如
何
?

次
に
種
々
可
能
在
る
場
合
に
放
て
背
斜
及
向
斜
曲
線

の
相
交
は
る
組
合
せ
の
各
々
を
採
-
､
該
二
曲
線
よ
-

等
距
離
に
恒
に
運
動
す
る
鮎
の
軌
跡
を
求
め
る
革
を
解

介
す
る
｡

設
題

15

相
変
れ
る
二
つ
の
弧
あ
･&
｡
一
は
向
斜
､
他

は
背
斜
の
向
き
に
あ
-
と
す
.
両
者
間
に

*
軸
面

(

＼､ソ一
.

Axial
ptane)を
求
む
｡

2どFi

元
蔽

良
三



払

拭

節
十
凹
怨

.i.
本
設
脳
以
後
二
於

テ
ハ
.
"IA
3-il
l
p
ia
n
e
こ
ナ
ル
繊
紺
ハ
地

邪

閉
脚
脚

工
於

ル
榔
耐
ヲ
渦

ス
7t]
ノ
ト
･U
ア
使
用

ス
ル
｡
暦
収
録

(lh
e
o
f
h
or
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On
)

ハ
統
帥

ノ
上
ト
ノ
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二
平
行
ナ
ル
モ
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･1

シ
テ
枇
故

フ
O

u
･･;
-
.J
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･
･三
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.J;

･
J
･･-3
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･

･･
J

讐

チ
禦

背
斜
･
讐

向
斜

ノ
向
キ

;

-
ト

ス
D

此
移
仙
糾
ノ
小
心
ヲ
炎

々
ひ
､
α

･1
ス
｡

絞
讐

H
的

ハ
聖

警

品

義

郎
響

.ア
蒜

晶

劫

ス
ル
瓢

ノ

純
株
ヲ
求
ム

レ

パ
此
ル

｡

意

ノ

二
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-
代
表
ru
る
㌧
場
合
で
あ
る
｡

乙
の
構
成
法
は
､
摺
嚢
を

完
全
～fJ,
踏
査
す
る

蝕
裕
は
孜
さ
も
､
両
翼
上
の
既
知
の

h
ori
2
0

n

の
落
調
が
決
定
さ
れ
居
る
が
如
き
地
鮎
に
於

で

も
亦
有
効
で
あ
る
.

言

l

五
九



地

邦

約
十
四
番

錦
四
雛

き

ニ

設
題
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両
翼
が
二
つ
の
孤
断
面
の
向
斜
圃
弧
は
依
力

定
ま
る

l
背
斜
及
び
其
の
開
架
に
鍔
出
せ
る
p
既
知

の

h
ori20
n
が
典

へ
ら
れ
ね
ら
と
す
｡
各
性

比

に
於

る
軸
面
の

終
局
的
楳
置
､
並

に
'
軸
面
を
紺
成
せ

る

hypeTb
ota
の

asym
ptDteを
求

む
｡

d
ナ
ル

h
a
r
iZ
0n

ガ

7
背
斜

J
嗣
範
上

ノ
A
t
B

､
二批
二
鯨
川

ス
ル
ト
セ
ヨ
｡.
紘
術
梨
ハ
C
､
D
'
E
t
L

珊
鮎

ノ
傾
斜

LF
支
配
tt

ル

ー
モ
ノ
ト

ス
'
p
-
E

ト
ノ
耐
卸

間
.t
ハ地
表

ノ
材
料
ガ
暇
昧

ナ

-
ト

ス
｡

各
搾
庶

二
於

ル
軸
:LE;;
ノ
絡
柵

的
倣
紀
及

ソ
レ
ト
酌
む

セ
ル
｡
a
sy
m
･

p
t
o
t
e

ヲ
淡

ふ
｡

01
ぴ
こ
於

テ
州

交

ル
珊
紬

ヲ
炎

々
描

ケ
｡

柑

シ
テ
品

品

晶

成
セ

コ
｡

oIF
ノ
慧

上
品

品

判
ル
｡

両

シ
テ
誓

,L
F
H
-
G
K

ナ
蒜

二
蒜

ヲ
ト
ル
｡

α

ヲ
中
心
-
シ
,
讐

蒜
-
シテ
品

ヲ
作

″
｡

a
,
右

心
-

シ
ヂ
蒜

ト
シ
テ

品

ヲ
作

り
1
品

-

p
ニ
於
テ

交
ラ

シ
ム
｡

意
｡

FH
ナ
蒜

禦

拭
ガ
聖

慧

コ
ト
ヲ
伴
誰

ス
㌫

中
興
ナ
ル

コ
ト
ヲ
嬰

ス
｡

触

レ
バ
F
P

ハ
h

y

p

e
r
b
o
la

ヲ
ナ
ス

伽
河
上
ノ

一
肌聖
ア

ア
ル
｡

脚
,S
,
誓

誉

響

､
p｡
上

,.
e

ニ
警

叩

ヲ
志

｡

■

炊
J
パ

叩

ハ

h
y
p
e
r
b
o
la
ノ
S
!鮒
批
離
ノ
誉

シ
テ

這

デ

ア
ル
O



OeO'A

上

OIJrll

呼
ク
0-3R
ヲ
ト

ノレ
d

91R
遥
1

こ
於

テ
二
芽

ス
｡

熟
↓バ
Ml
ハ

h

y
p
er
.D
O
la

ノ

㌃

ノ
誠
禦

V

e

r
t
i
ceS)デ
ア

ル
｡

Ⅶ

二第
グ
Ⅷ

ヲ
ト
リ
ーM

ヲ
N

,あ

ー三

碍
分
ス
｡

0

0

M

N

ヲ
中
心
-
シ
､
讐

蒜
-
シ
晶

助
川
品

ク
｡

oIN

ヲ
含
ふ

ソ
レ
晶

誓

ス

ル
脚
ヲ
響

祁
助
-

Y
,
㍗

-於

テ
交
ラ
シ
ム
O

讐

バ
警

怖
求
ノ

a
S
y

m
PtOte
ナ

-
0

hy
p
e
r
b
u
t
a
ハ
設
越
17

こ

於
テ
示

セ
ル
如

ク
抑
キ
柑

ル
｡

本

設

題
よ

-
注

意

す

べ

き

は

､
軸

面

は

決

し

て

a
sy
･

m
pt
ot
e
ht横
切
ら
ぬ
事

及
び
地
下
に
於
で
軸
面
に
究

ir,J常
て
る

筈
の
掘
弊
井
は
'
其
の
付
帯
を
設
定
す
る
ほ

賢
し
で
p
絶
対
に
用
架
の
峰
の
部
分
に
闘
係
せ
ざ
る
棟

に
す
る
が
安
金
策
な
-
等
で
あ
る
｡

加
之
､

一
敗
に
峰
の
部
分
に
於
で
は
材
料
が
貧
弱
で

あ
る
が
'
之
は
飴
-
雨
題
で
な
-
､
峯
ろ
巽
の
実
見
の

部
で
程
た
る
材
料

こ
そ
銘
菓
無
比
の
も
の
で
あ
る
等
｡

新
教
兄
の
背
斜
に
於
で
油
層
の
有
無
を
確
む
べ
-
試

地
併
断
簡
剛
の
鵜
仰
餅
的
仲
相
法

堀
井
を
凝
っ
場
令
に
材
料
が
峰
の
部
分
に
於
で
は
避
雷

だ
が
､
巽
の
邦
は
於
て
は
貧
窮
な
る
か
又
は
皆
無
な
み

と
せ
よ
0

か
ゝ
る
際
に
は
軸
面
の
決
定
を
目
的
と
し
て
翼
部
の

傾
斜
を
得
る
為
め
は
堅
成
叉
は
横
坑
を
掘
る
べ
き
で
あ

る
○相
次
の
事
を
歎
寵
す
る
rJ
と
が
澱
7?
肝
要
で
あ
る
｡

即
ち
'
殆
ど
総
て
の
場
合
に
於
で
求
む
べ
き
は
峰
の

周
囲
に
放
る
傾
斜
よ
-
聾
ろ
翼
に
於
る
未
で

あ
る
｡

而
し
て
峰
に
於
る
傾
斜
に
依
-
其
の
位
置
を
選
定
せ

る
為
.
無
効
又
は
離
れ
る
試
掘
井
を
塵
じ
､
か
-
し
て

費
す
冗
梨

は
試
井
の
正
確
花
る
位
置
選
定
の
唯

一
の
規

準
た
る
飛
上
の
材
料
を
得
る
為
は
'
掘
下
げ
る
浅

い
竪

杭
に
依
る
小
瓶
の
密
教

を
泡
に
凌

い
で
居
る
の
が

一
般

で
あ
る
｡

以
上
我
々
は
閃
向
斜
圃
弧
と
背
斜
囲
弧

り
組
合
せ

聞
二
つ

の
向
斜
囲
弧

の
二
つ
の
場
合
に
就
て
榊
面
を
考
察
し
r関
の
場
合
ほ
は

ettipse
､
物
の
場
合
に
は

h
yperbota
な
る
事
聖
が
し

三

三

六
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地

珠

約
十
四
怨

第
四
批

吉

山

ね
0灸
に
､
現
薯
に
こ
れ
の
婁
形
と
見
る
べ
き
･
絶
て
の

場
合
を
取
扱
ふ

｡

二
つ
の
背
斜

桝
弧
の
朋
交
る
場
食

は
'
二
つ
の
向
斜

固
弧
の
舶
交
る
場
令
の
逆
に
過
ぎ
覆

い
O

8

而
し
て
之
は
.qbD
は
於
で
見
る
如
く
種
々
警

U
場
合
が

甘
｣

表
れ
て
居
る
｡

01
､
ぴ
ヲ
P
及
H
こ
於
テ
榊
交

ル
二
相

ノ
中
心
ト

ス
｡

警

品

及肌
ハ向
斜

ノ
向
キ

こ
於
テ
州
交

ル
｡

二
脚
狐

デ

アリ
､満
額
剛

ノ
軸
田

ハ

hy
p

e
r
b
u
ta

デ
ア
ル
｡

禁

こ
､
誓

讐

〓

背
聖

仙

ハ
向

斜

ノ
向

キ

こ
ア
-
0

相
を
五

一品

交

ル
｡
河
シ
テ
両
者
間
ノ
相
田

ハ

e
iti
ps
e
デ
ア
ル
｡

狐
即
及
即

ハ
餌
際
双
方
空

費
針
ノ
向
中

,[
ア
リ
｡

尤

モ
天
竺

品

番
閥

ノ
丑

ノ
如
ク
銃
刑
ナ
ル
ハ
締
登

;

ル
カ
･
又
･

ハ
有

り
付
ナ
ィ
｡
･

ニ
ッ
ノ
背
斜
刷
弧

ノ
州
交

ル
塑

ノ
政

志
‖

鵡
ナ
ル
ハ
'

二
囲

ノ
申
ノ

C]

何

レ
カ
妄

ノ

蒜
品
-

火
ナ
ル
著

エ
ン
テ
･
α

プ
中
心
-

ス
ル
品

ト
ぴ

ヲ
中
心
ト

ス
ル
品

ト
ノ
場
今

蕗

ル
如

y
O

h.
ノ
塩
命

qJ抑
称

ハ

h
y
p
erb
oia

'l
ナ
ル
ガ
､

之

ハ
筏
粒
ヲ
改
メ

82E
;
-ど

テ
考
察

ス
ル
コ
ト

FF
ス

ル
｡

鼎

,

讐
誉

向
斜
ノ
向
キ

エ
ア
ル
コ
ト

ハ
憲

ス

ぺ
キ
ナ
-
0

似

シ
爾
潜
ノ
Y

こ
於

ル
交

リ
ハ
鈍
角
デ
ア
ル
｡

該

園

を

終

る
に

先

立

ち

乾

に

二

､

三

の
輔

係

を

注

意

す
る
は

一
顧

の

慣

値

あ

-

0



相
聞
｡B=
を
見
る
に
,
T
r
a
n
s
v
e
r
s
e

aXisoP上は

P
O
.=F
I0
:p
-
O
IP

な
る
棟

に
と
る
.

伽

抑t,/1
0
:D
-
0
.=B
I
B
D
7

0
7D
I
O
I
E

I

D
E
,

O
n･D
I
O
ID
川

O

.:F
･

㍉
.

0

.3BIB
DIOI
E

十

D
E
=
0
パ
句

沖

0
tE
=
O
IP

E

O
り
B
I
0

･
P

;.
0
.3p

-
0
tP
+
D
E
1
0
.:F
+
B
D

㌔
.

B
D
:
D
E
.

園
に
示
さ
れ
た
名

e
lli
p
se

と
こ
っ
の

hypei.b
ola

は
北
ハ迫
の
焦
鮎
を
探
る

圃
錐
州的
線
で
あ
り
､
共
通
鮎
に

於
で
瓦
に
直
角
に
切
-
合
ふ
｡

背
斜
'
向
斜
を
帆
は
ず
､
同

一
の
向
き
に
あ
る
曲
線

の
二
つ
の
弧
の
骨
合
ほ
よ
り
生
ず
る

hy
p
e
rb
ota
で
あ

る
｡
軸
面
に
は
戎
制
限
修
件
が
あ
る
｡

そ
れ
に
就
て
考
察
す
る
｡
未
々
の
弧
の
中
心
と
も
在

る
'
二
つ
の
焦
瓢
及
び
弧
群
の
第

一
の
曲
率
半
径
が

一

定
に
し
て
'
第
二
の
方
が
任
意
に
鍵
ず
る
と
せ
よ
｡

9

然
れ
ば
､
.cqy

に

見
る
事
は
明
か
で
あ
る
｡

F

地
頃
断
耐
脚
の
哉
何
駿
的
作
間
法

‖
ニ

2

二
間
が
職
等
し
き
時
､
即
ち
翼
の
傾
斜
は
踊
す
る

限
わ
で
は
封
網
在
る
場
合
､曲
線
は
､
C
on
ju
g
ate

a

x
is
と

1
致
す
る

一
慣
線
に
な
る
｡

二

回
が
内
切
す
る
場
合
に
は
t
T
ransver.SeaXis

と

一
致
す
る
直
線
と
在
る
｡

3/ーヽ
l
二
図
が
外
切
す
る
場
合
に
は
､
所
求
の

h
y
p
e
r
･

bb
ota
は
何
等
p
特
性
を
有
せ
ず
｡

三
J
..j

六
-.二



地

球

第
十
凹
馨

㈱

任
意
に
夢
じ
得
る
第
二
の
個
の
仙
率
車
種
が
､
二

っ
の
焦
鮎
間
の
距
離
と
節

1
の
定
園
の
曲
率
車
種

の
長
さ
の
エ
2
と
の
和
に
等
し
き
時
､
hype
rb
ola

は
矩
形
の
形
状
を
と
る
O

即
ち
二
本
の

asy
m
pt
otes
が
濫
交
す
る
｡

設
題

19

背
斜
'
向
斜
を
問
は
ず
p
由

1
の
向

き
は
あ

る
､
二
間
弧
の
申
.
何
れ
か

一
方
又
は
双
方
の
牛
雑

の
長
r
uが
p
夫
々
の
中
心
を
結
ぶ
雀
線
よ
わ
も
大
在

る
場
合
｡

03ど'E

弟
四
離

雨

間
孤
間
に
朝
田
を
求

む
｡

pH

品

ヲ
バ
警

デ
レ
ク
ル
脚
弧
ト
.シ

･
各

々
ノ
中
心
ヲ
α
､
O-

ト

ス
｡

然

ル
呼

ハ
榊
耐

ハ
h
y
p
e
r
b
o
la

デ

ア
ル
｡

柵
成
仏
灘

孟
脱
的

ハ
設
猫
S
.
JL
於

ル

ト
同
株
｡

∵

四
ヲ
誓
壷

ク
隔

切
ル
｡

讐

テ
a

ヲ
中
心
ト
シ
01ダ

ブ
蒜

ト
シ･
ぴ
ヲ
中
心
-
品

ヲ
蒜

ト
シ
テ
狐
那

ヲ
抑
キ
末
年

ノ
交淋
ヲ
D
ト

ス
O

然

ソ
バ
､
D

八
川
伺
ヨ
-
鞍
距
離

エ
ア
ル
-;
組
上
ノ
一
新
デ

ア
ル
9

.;
0
1P

I
O
HP
=
O
ID
1
0
･D

h

y
p
er
b
D

Ia

ノ
a
Sy
m
P
t
.Ot
e
ヲ
猿
見

ス
ル
｡

問

ガ
逆
.IT
ナ

リ
､
糊
弧

ガ

双
方
北
ハ
,)
s
y
n
c
tin
a
]

讐

A

尋

三

芳

ス
0

捨
}L,
=

0
1R
=
P
O
l
I
P
O
.～

･L
考

へ
ル
場
d
E
.

0
1A

II
O
!A
t
:
0
7R

c]

･,⊥

C
l

g

h
聖

轟

ク

--聖
諾

･L
シ
､
豊

言

品

助
-瑚

ヲ
作

り

何

シ

テ
叩

ヲ
政
経
-

セ

ル

節

二
ノ
川

ヲ
作
問
ス

｡



鈷

レ
バ
cY

ハ

asym
ptote
デ
ア
ル
8

2
0
･.A
L=
X
E

+;
0
1A
l
-
0
･A
l
=

01R

.申

O
IE
I
0
1P

O
ID内
=
0
.2P

㌧.
01H
-
0
柑K
=
0
7R

語
Jt,1

0
1R
-
0
10
=
-
0
2R

㌧.

〇
･R
=
0
)0
･-
0
1H
+
0
川K

-
0
10
1っ1
0
1ZI
+
0
nH
+
内
H

･

沸
JL,
い

0
10
･
=
0
1H
1
0
はE

㌧
.

〇
･R
=
K
H

･

2
0
･A
l:
K
H

両
者
典
は
終
局

に

は

置

換
は
る
こ
個
の
背
斜
榔
弧
々

示
す
薯
際
上
の
園
を
取
扱
ふ
場
合
､

a
sy
m

pt
ote意

求
め
難

い
｡

さ
て
､
之
と
興
る
極
限
の
場
合

を
考
察
し
ょ
う
｡

風
弧
群
の
中
心
ー
相
互
間
の
距
離
が
横
大
し
っ
j
あ

る
場
合
を
想
像
す
る
｡

閲
弧
の
二

万
の
中
心
が
固
定
し
他
方
が
無
限
の
距
離

は
退
却
す
る
J
j
せ
よ
｡

然
れ
ば
､
弧
の

一
方
は
閲
の
形
を
保
持
す
る
も
他
は

直
線
と
在
る
｡

さ
て
両
者
間
の
軸
面
は

P
a
r
a
b

ola
で
あ
か
'
こ
の

仙
線
は
結
局

h
yper
b
ota
の
極

限
の
形
在
る
革
堅

不

貰
う
○
次
の
設
題
は
摺
盤
の

山
梨
が
同
方
向
に
傾
斜
せ
る
厚

き
暦
よ
-
成
-
時
と
し
て

m
ono
pt
an
e
と
糾
せ
ら
る

J
も
の
を
組
織
し
居
る
場
食

に
骨
相
めら
れ
る
｡

千

∵
二

地
質
断
甜
榊

の
確
仰
饗
的
作
相
法
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嶺

六
充


